
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
顧客が与える可視情報を写真プリントに付する方法であって、
上記可視情報を含んでいる注釈付きの面を走査し、
上記可視情報を含んでいる再生可能な情報ファイルを作成し、
写真の仕上げ処理の間に、上記可視情報を上記ファイルから写真プリント上へ焼付ける
というステップを有することを特徴とする可視情報を写真プリントに付する方法。
【請求項２】
顧客が与える可視情報を写真プリントに付する方法であって、
顧客が与える情報を付され、また、処理するための写真フィルム帯を収容するのに適した
、フィルム処理袋を走査し、
注釈付けられた情報から情報を含んでいるファイルを作成し、
上記ファイルを保管し、
上記ファイルを呼出し、
写真の仕上げ処理の間に、上記情報を上記ファイルから写真プリント上へ焼付ける
というステップを有することを特徴とする可視情報を写真プリントに付する方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、写真のフィルム処理、より詳しくは、メッセージ若しくは図表のような可視 (
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目に見える ;visible)情報を写真プリントに付するための方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
写真プリントに関係する技術においては、処理するために返却された特定の写真フィルム
のネガから処理されたプリント上に、日付 ,ロゴあるいはその他の情報をプリントするこ
とが知られている。現在のところ、かかる情報は、一般に、処理の日付およびロゴ又はフ
ィルム処理装置の処理番号に限定されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、処理するために顧客によって供給されたフィルムのネガから作成されるプ
リントの表面又は裏面上に、顧客自身によって書かれた又は描かれたプリントされるべき
情報を付与するための手段を、処理する顧客に提供する必要性が認識されてきた。
【０００４】
この発明は、フィルムを処理する顧客のために、顧客が与える可視情報を彼らのフィルム
から作成される写真プリントに付するための方法を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
広い意味において、上記方法は、顧客が与える可視情報を含んでいる注釈付きの面を走査
すること、上記可視情報を含んでいる再生可能なファイルを作成すること、及び、写真仕
上げの間に上記可視情報を上記ファイルから写真プリント上へ焼付けることを含んでいる
。
より特定的な方法では、顧客はフィルム処理袋を用意し、袋上には、注釈付けられた情報
が置かれる。上記情報は、該袋上に設けられたスペースに顧客により直接に描かれるか、
あるいは、顧客によりフィルム処理袋へ張り付けられるか若しくは袋の中に入れられるべ
き別物のステッカー又はカード上に描かれたりあるいは印刷されたりしても良い。注釈付
けられた情報の走査は、ビットマップ (bitmap)のグラフィックファイル若しくはファクシ
ミリファイルのどちらかを供給するために変化をつけられることができ、また、その走査
は、白黒若しくはカラーで記録されることが可能である。
【０００６】
もし適切であれば、走査された情報は、ランレングス (run　 length)符号化若しくは画像
処理の他の方法によって圧縮されることが可能である。プリント上への情報のプリントに
ついては、上記プリントの表面上にレーザプリントすること、あるいは、カラーインクジ
ェットプリンタを使用してプリントの裏面上に焼付けることを含めて、適切であればいか
なる形式をもとることができる。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の形態を、添付図面に基づいて詳細に説明する。
図１は、本発明の１つの実施形態に従って、処理すべきフィルムを用意するために、符号
１０で表された顧客によりとられる準備手順を示している。上記処理を実行する際に、顧
客は、まず、処理袋１２を手に入れる。該袋上には、メッセージを書き込む ,デザインを
描く、あるいは、写真の仕上げ処理から結果として出来上がる写真上にプリントすべき目
に見える他の情報を与えるためのスペースが設けられている。顧客は、それから、上記袋
１２上に自分のメッセージ１４を書き込む。処理されるべき露光フィルム１６は、パッケ
ージ１８を構成するために袋１２へ挿入される。該パッケージ１８は、ブロック２０にお
いて写真仕上げの代理店又は店へ与えられ、そして、ブロック２２において写真仕上げ業
者へ送られる。
【０００８】
図２は、本発明の１つの実施の形態に従って、フィルムを処理する際に、写真の仕上げ業
者が実行する手順を示している。ブロック２４で、顧客のオーダが写真の仕上げ業者によ
り受け取られる。写真仕上げ業者は、まず、袋の中の露光フィルムが必要としているタイ
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プのフィルム処理に従って、ブロック２６で予め仕分けする。同様のプロセスにより現像
されるべきその仕分けされたフィルムは、ブロック２８で上記袋から取り出される。従来
の実施に従って、後にブロック３２で処理設備において処理される長尺のフィルムロール
３０を形成するために、上記フィルムを他のフィルムへ加えることができる。
【０００９】
それに伴って、顧客の袋がブロック３４でフィルムから分離され、また、顧客により袋上
に与えられたメッセージがブロック３６で走査される。その走査は、後ほど利用するため
に保管されるブロック３８のビットマップファイルのような再生可能なファイルを作り出
す。同時に、上記袋が、その後の利用のためにブロック４０で保管される。処理されたフ
ィルムネガは、それから、従来のプリント設備によりブロック４２で焼付けられる。該プ
リント設備は、顧客のメッセージを焼付けるためにもまた異なる形態を有することができ
る。上記メッセージは、顧客のオーダに関するプリントの裏面又は表面上へのメッセージ
のプリントを可能にするために、保管されたファイルを呼出し、また、必要な情報をプリ
ント設備へ供給することにより提供される。
上記プリントは、それから、ブロック４４で、前以て保管されていた袋の中に、オーダか
らのネガとともに入れられ、プリントおよびネガを備えた袋が顧客に返却される。
【００１０】
異なるタイプの処理が必要なフィルムの場合には、予め仕分けすることで、代わりとなる
ブロック４８の処理経路へそれらを分別する。該処理経路は、袋からのフィルムの取出し
から顧客へのプリントおよびネガの返却まで、図示されるような先行したプロセスと同様
のステップをとる。
【００１１】
記述された特定の処理の多様な変形が、本発明において具体化された概念を逸脱しない限
り可能である。例えば、顧客による注釈付けのために処理袋上にスペースを設ける代わり
に、メッセージが、後に袋へ張り付けられるべきステッカー上へプリントされることが可
能であり、あるいは、フィルムとともに袋の中に入れられるべきカードまたはシート上に
置かれることが可能である。また、上記メッセージは、顧客によって手書きされる代わり
に、タイプされるか、若しくは、コンピュータで印字されることが可能である。プリント
上に再プリントするために可視情報を提供するこれらのおよび他の態様は、本発明の要旨
の範囲内に含まれるべきものとされている。
【００１２】
可視情報を含んでいる注釈付きの面を走査し、また、再生可能なファイルを作成する方法
についてはまた、種々の改良が可能である。形成されるかも知れない上記再生可能なファ
イルは、ビットマップグラフィックファイル ,画像処理されたファイル、若しくは、ファ
クシミリファイルを含んでいる。しかしながら、保管される情報、あるいは、保管可能な
又は使用可能な情報の他のいかなる態様も、発明された処理の要旨を逸脱するものでない
ものと考えられる。
【００１３】
更に、プリント上への情報のプリントの方法は、プリントの表面又は裏面上に、白黒で若
しくはカラーで焼付けることを含むように変更されても構わない。レーザプリント ,イン
クジェットプリント、並びに、プリントの表面上に直接的に写真を焼付けることを含む他
の形式のすべてが、上記処理の要旨に逸脱しない範囲で考えられる。また、もし所望であ
れば、上記プロセスが、処理するために戻されたフィルムから作成されるべきプリントの
各々について、分離したあるいは個々のメッセージを与えることを含んでいても良く、ま
た、走査処理がフィルム処理から結果的に出来上がるネガから作成されるべきそれぞれの
プリントに関して、走査されるメッセージを識別し、関係させるために行なわれることが
可能である。
尚、本考案は、以上の実施態様に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲に
おいて、種々の改良あるいは設計上の変更が可能であることは言うまでもない。
【００１４】
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【発明の効果】
本発明によれば、可視情報を含んでいる注釈付きの面を走査し、そして、可視情報を含ん
でいる再生可能なファイルを作成した上で、写真の仕上げ処理中に、上記可視情報を上記
ファイルから写真プリント上へ焼付けるので、フィルムネガから作成される写真プリント
の表面又は裏面上に焼付けられるべき顧客自身によって書かれたあるいは描かれた情報を
設けることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の１つの態様の準備部分を実行する際に含まれる工程を示す図である。
【図２】　本発明の１つの態様に従ったプロセスの写真仕上げ部分を行う際に、写真仕上
げ業者によって実行されるべき工程を示す図である。
【符号の説明】
１０…顧客
１２…袋
１６…フィルム
３８…ビットマップファイル
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